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研究発表第 1部

発掘調査による明和大津波の実証

1 はじめに

乾隆36年卯年 ・明和 8年 3月10日(1771年4月

24日)に宮古・八重山一帯に襲来した「八重山地震

津波」、所謂「明和大津波」は、琉球列島におけ

る最大級の歴史地震津波とされ、文献史学をはじ

め、地理学、地質学、地震工学、伝承等の諸科学

からさまざまな研究のアフ。ローチがなされている

ことは周知のとおりである。

しかし、考古学的発掘調査によって検証された

事例は極めて少なく、宮古島東南部に所在する友

利元島遺跡(近世)と石垣島東部に所在する嘉良嶺

東方古墓群(近世)、 津波被害を被った可能性が高

いことが指摘されている西表島崎山半島に所在す

る網取遺跡(グスク時代後半~近世)の3遺跡のみ

である。

小稿で、は、この 3遺跡、の発掘調査の内容を簡述

し、その意義等について述べる。

2.友利元島遺跡の発掘調査

2-1. 遺跡の概要等

友利元島遺跡は、宮古島東南部の宮古島市城辺

字友利に所在する近世の遺跡である。

遺跡一帯の標高は 9'"'-'10m (遺物包含層及び遺

構検出面は8.5'"'-'8. 7m)を測る。

1987年8月下旬'"'-'10月に個人住宅建設、 1995年

4月'"'-'8月に、県道友利線201号拡111高工事に伴い、

発掘調査が実施されている(盛本1987、2007、2008，

下地編2004)。
個人住宅建設に伴った調査は2000{、県道拡幅

事に伴った発掘面積は18000{で、あった。

2-2.遺跡の堆積層

地山まで含めて、 4枚の堆積層から成る。

個人住宅建設、県道拡幅工事のいずれおいても

基本的には、同様な堆積状況を示している。

I層=表土 ・耕作土

E層ニ無造物層。砂層に磯や枝サンゴ等を含む。

本来は白砂層で、あったと思われるが、上層か

らの染み込みで、淡黄白色を呈す。

皿層=遺物包含層。土器や陶磁器等、多く の遺

物を含む。出土遺物等からして、時期は近世

主体。石敷や石列等の遺構を検出

W層=地山。茶褐色を呈した砂混じりの土層で

ある

盛本 勲(沖縄県教育庁文化財課)

2-3.検出された遺構

・石敷遺構 2基

・石敷・1=調査地の中央部付近で検出された。1.6

'"'-'1. 8ml幅で、南北に延びる。西側では縁石と見られ

る50'"'-'60cmx 30cm程の大型のサンゴ礁を列状に

配置し、その内側には拳大の磯を敷き詰める。

石敷き ・2や石列遺構等との位置関係からして、

集落内の小路(道)か?

・石敷・2=調査地の西北隅で、コーナ一部分での

み検出されたが、全容については不明である。

ほぼ全面に20X25cm大の板状石を敷き、隙間に

小礁を詰めて丹念に仕上げる。南端ラインの途中

に石が配置されていない箇所があり、当該部分で

はマウンド状をなして灰層が検出されたことから

炉跡で、あったもので、あろう。

当該遺構は、建物の基礎としての性格を有した

ものと解された。

・石列遺構 l基

調査区西端の中央部付近で、 一部でのみ検出さ

れた。全容については不明である。20'"'-'25cm大の

礁をコ字状に配置し、南東隅には厚手の略円形の

石を載せている。

規模は南北1.45m、東西(1.9m +α)。

当該遺構は、長方形状をなした建物の基礎部に

あたり 、南東隅の略円形の石は礎石で、あったので

あろう。

2-3.出土遺物

・土器=所謂、宮古式土器(下地和宏分類のE類)

がほとんどである。器形は壷形が圧倒的主体をな

すが、まれに鉢形、饗形も含まれる。

-中国産陶磁器

青磁 ・白磁 ・染付(青花)、褐紬陶器がある。

青磁=雷文帯碗や同時期の無文碗、盤など、15

C代に属するものを若干含む他は、16C代に属す

るものが主体をなす。

白磁=青磁とほぼ同様

染付ー(青花)=概ね16'"'-'17C代に属するものが

主体をなす。

褐紬陶器=青磁 ・白磁と同時期

・沖縄産陶器

施紬陶器=所謂、湧田焼や古我地焼、あるいは

初期査屋焼にみられる灰粕碗が主体をなす。

無紬焼締=播鉢類を主体に、整、査等があるが

量的には少ない。

この他に、古銭や鉄片、骨製嫉などがある。
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2-4. II層 ・黄白色砂層の検討

E層 ・黄白色砂層の特徴として、人工遺物は皆

無で、無遺物層である。砂層中に磯や枝サンゴ等

と若干の自然員を含むが、ほとんどがローリング

を受け、磨滅している。

当該層の堆積状況を人為 ・自然の両面から検討

した結果、調査地点前面のれた海岸砂丘より何ら

かの作用によって打ち上げられ、 困層の遺構およ

び遺物包含層面に被覆した自然堆積層との結論に

至った。

では、何らかの作用とは何か。砂層を仔細に観

察すると、その中に海蝕台などに棲息するイボタ

マキピガイ等の食料としては採るに足らないよう

な微小貝が含まれていることが員類学者の安谷屋

昭氏のご教示によって判明した。

これらの員類は、その生態上、岩礁等に張り付

いた状態で棲息しているが、磨滅を受けておらず、

摩滅を受けた員との区別は明確である。

安谷屋氏によれば、このあり方は何らかの強い

衝撃によって、瞬時に運ばれたのであろうと解釈

される。強し、衝撃というのは、津波等である。

同様な砂層のあり方は、調査区西側を南北に走

る県道拡幅工事に伴った城辺町教委による発掘調

査でも確認されている(下地編2004)。

2-5.まとめ

遺跡の時期は、若干の15'"'"'16C代の中国産陶磁

器を含むものの、宮古式土器や沖縄産陶器等の主

体的出土状況を考慮すると、 17'"'"'18C代に下限を

求め得る。

遺構および包含層上面に堆積した E層の黄白

色砂層は、津波等の強い衝撃によって運ばれ、被

覆した津波堆積物と解され、被覆時期等を検討し

た結果、所謂「明和大津波」によるものであろう、

との結論に至った。

3 嘉良縁東方古墓群の発掘調査

3-1. 遺跡の概要等

嘉良縁東方古墓群は、石垣島東部の石垣市白保

に所在する近世の古墓群である。

当該古墓群は、 北東から南西方向に向けて延び

る石灰岩E陵のノッチを利用して形成された岩陰

墓である。 一帯の標高は、 5'"'"'8mを測る。

新石垣空港の建設に伴って、5基の古墓が発掘調

査されている(山本編2009、山本2012)。

3-2. 津波堆積物とその痕跡

5基の古墓のうち、最南端に位置する5号墓とそ

の周辺から珊瑚磯が混じる白砂層と、深さ約 1m

の亀裂痕が検出されている。

珊瑚磯を含んだ白砂層は、 墓室内と外縁部東側

一帯の広範囲に堆積し、層厚は最も厚い地点で

30cmにもおよんでいることが確認されている。

一方、亀裂痕は珊瑚礁を含んだ白砂が内部の上

位から下位までほぼ均質に充填されている状況か

らして、津波を発生させた地震動による亀裂形成

直後の短時間のうちに白砂が充填されたものと推

測されている。

3-3.津波堆積物の時期と解釈

津波堆積物と認定された白砂層は、その上位、

下位層出土の遺物から16世紀から18世紀の堆積層

と判断されている。

地震動による亀裂(地割れ)の発生と、直後の珊

瑚磯を含んだ白砂等の海岸堆積物の流入、出土遺

物からして、津波堆積物と亀裂は、明和大津波の

痕跡と推定されている。

4.網取遺跡の発掘調査

4-1. 遺跡の概要等

網取遺跡は、八重山郡竹富町西表島西部の崎山

半島の北端(ワルチ崎)に所在する。近世集落跡と

して知られ、 1971年に廃村となった旧網取村の跡

地である。

遺跡は、北西から南東に向けて延びる標高約 3

mの海浜砂丘上に立地している。

東海大学考古学研究室は、東海大学総合研究プ

ロジェクト「宮古 ・八重山地域の総合的研究」の

一環として、 2002'"'"'2005年度にわたって当該遺跡

の発掘調査を実施するとともに(東海大学文学部

考古学第一研究室編2007)、さらにこれを受けて

2006'"'"'2007年度に「八重山地域における稲作伝播

と環境利用に関する考古学的研究」、 2008'"'"'2011

年度に「先島地域の狩猟採集社会および農車井社会

における人間と環境の相互作用の解明」をテーマ

に、発掘調査を実施している(北候 ・永谷編2011、

北{劇也2012，北{康2012)。

4-2. 遺跡の堆積層

遺跡の集落域周辺、水田域、墓域等の各所で現

況調査およびトレンチによる試掘調査を実施して

いるが、ここで、は発表テーマと関連する2008年度

以降実施された水田地区に限定して記す。

水田地区では地山までの完掘は行われていな

いようであるが、10枚に細分された堆積層が確認

されている。

1層 ・2層=現代に至るまで連綿と営まれた水田

耕作土層である。

3層=3a層と3b層に細分される。両層は堆積の

要因が同一であるが、上位の3a層は下位の3b層に



比し、堆積後に土壌化が進行している。3b層は、

厚さ30cm前後の均質なシル ト質細砂層である。

4a層上面=近世の水田遺構層で、ある。

5a層=近世の水田遺構で、ある。

4-3.検出遺構

4a層上面等の水田遺構層より検出された遺構と

しては、田面、畦畔、水路、水口がある。

4-4.出土遺物と堆積年代

人工遺物としては、4a層上面より 18世紀後半(第

三四半期)以降19世紀に帰属する白土化粧の査屋

焼片l点が出土している。

他に、 4a層上面より炭化材、 3b層炭化材、腐植

質土壌サンフ。ルの自然遺物がある。

これらの炭化材や炭化物、腐植土壌サンプノレ類

等の放射性年代測定結果は、以下の通りである。

4a層出土炭化物 :calAD1730--._， 1810 (55.6%) 

3b層下部出土炭化物:calAD1670--._，1780 (48. 1 %) 

calAD1800--._，1890(33.9%) 

4-5.まとめ

調査の結果、グスク時代後半に開発された可能

性をもっ当該遺跡の水田は、開田後2度の大きな津

波を被り、断絶と復興を2度にわたって経験した公

算が高いとする。

この中で、 2度目の断絶である近世併行期の水

田に比定されている仮称4a層水田面は、厚さ約

30cm前後の均質なシルト質細砂(3b層)で被覆され

たことによってパックされ、往時の状態を遺存し

た保存良好な水田構造が把握され、 18世紀後半か

ら末頃に埋没した可能性が指摘されている。

このことから、 「近世併行期の水田面を覆うシ

ノレト層の堆積は、堆積年代等、状況証拠としては

明和大津波によるものである可能性が提示でき

た」とする一方、 「土壌分析の結果から津波堆積

物としての評価を行うには至っておらず、今後と

も継続的な分析 ・調査が必要である。 Jとしてい

る(北保2012)。

5 発掘調査によって明和大津波が証された 3遺

跡の意義と今後の課題

前節までにて、明和大津波に比定されている友

利元島遺跡、嘉良巌東方古墓群、網取遺跡の発掘

調査内容について概述してきた。

綱取遺跡については、津波堆積物の評価が定ま

っていないことから、なお検討が必要とされるた

め、その分析結果を侠たなければならないが、い

ずれにせよ積極的に評価しても良いのでは、と考

える。
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これらの 3遺跡の立地は、砂丘もしくは石灰岩

E陵と異なるものの、標高 3--._，10mの低地に形成

されている点で類似している。また、遺跡の性格

も集落跡、古墓群、水田跡と異なるものの、津波

堆積物等が検出され、出土遺物等の時期や年代測

定から明和大津波を考古学的に実証した意義は大

きいと言えよう。ちなみに、 『球陽Jによると、

友利元島は明和大津波によって、石積みや樹木、

土地もすべて洗い流されてしまったと記録されて

いる。

ところで、これまで宮古 ・八重山の先島考古学

の調査、研究において、明和大津波の考古学的検

証はほとんど皆無で、あった。

宮古域でみると、友利元島遺跡とほぼ同時期で、

立地等も類似し、明和大津波の災害を被った記録

や伝承等が存在する遺跡として、砂川元島遺跡、

新里元島遺跡、宮国元島遺跡が知られる。

砂川元島遺跡は1974--._，1975年度に、宮国元島遺

跡は1978--._，1979年度に、新里元島遺跡は1984--._，

1985年度に上野村教委によって、それぞれ一部で

はあるが、発掘調査が実施されているが、いずれ

の遺跡においても友利元島遺跡で確認されたよう

な無遺物の白砂層の堆積は確認されていない。

このようなこともあり、明和大津波に関しての

考古学サイドからのアプローチはなかったが、そ

の痕跡が確認されないことについて、島袋綾野は

興味深い問題提起をしている。

内容は、明和大津波によって八重山地域の近世

のムラは壊滅的な被害を被っていることは文献史

料や伝承等によって知られるが、遺跡の発掘調査

からは津波地震の痕跡が確認、された事例はない。

発見されないことに関する解釈として、石垣市

喜田盛遺跡例を取り上げ、 当該遺跡は15--._，19世紀

頃に位置づけられる遺跡であるが、 15--._，18世紀前

半、 19世紀代の陶磁器をはじめとした遺物は存在

するが、 18中~後半段階の時期が欠落しているこ

とに着目し、当該期に発生した津波によって浸食

されたがためであろう、と推測する。そ して、今

村文彦の「津波の挙動は一般的には激しいと予想

されるが、遡上高が比較的高い場合の先端付近や、

斜面などで反射波が生じて流れが打ち消されるよ

うな場合は、津波による浸食作用が弱い部分があ

るかもしれない。以上を考慮すると、津波が襲来

した地域の遡上高の高度によっては、地表が津波

によって浸食されなし、(あるいは浸食が弱し、)部分

があるかも知れなしリとの指摘を受け、津波が引

き起こす作用によって、例え同じように波が襲っ

ても津波以前の遺跡は海岸近くでも残り、津波直

前や津波被覆時の遺跡は残らない可能性も考えら

れるとする。
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そして、この状況は八重山蔵元跡遺跡のように、

明和大津波時に建っていた建物は壊滅的な打撃を

受けているが、津波以前の15~16世紀代の遺物包

含層は脆い砂地に立地していても埋葬人骨など良

好な状態で保存されていることから、津波直前や

襲来時の状況を示す遺構や遺物包含層が「見つか

っていなし、J I見つからなしリということが、そ

の地を襲った証拠なのであろうか、と結論づけて

いる(島袋2004、2005)。

なお、明和大津波の遡上高や被害度、あるいは

影響範囲等についての見解は一致をみていない。

これについては、牧野清が史実や伝承等に基づ

いて考究しているが(牧野1981)、記録時の測量技

術の精度等に関して、史料批判が十二分になされ

ていない部分も少なくないことから、懐疑的な意

見も提示されている。さらに、津波によって打ち

上げられたとされる大小300余の津波石の基本的

な認定についても地質学的な観点から疑問が投げ

られているとともに(加藤・木村1983，木村1985)、

その年代学的考証も未確定なものが少なくない

(加藤 ・木村1983、河名 ・中田1994)。このよう

に、明和大津波の評価に関しては、必ずしも一致

した見解が得られていなし、、というのが現状と言

えよう。

とりわけ、津波の浸水の範囲や遡上高等につい

ては、考古学的発掘調査やボーリング調査等を通

して、津波堆積物の確認、評価を行うとともに、

浸食作用の挙動等を論じる必要があろう。

このようなことから、島袋綾野が指摘するよう

に、津波の挙動やそれに伴う浸食度合い、その後

の復興の整地を行ったため、痕跡が残存しないと

いう考えには賛同 しかねよう。
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写真 1 友利元島遺跡近景(南より)(筆者撮影)
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写真 3 友利元島遺跡の石敷遺構(石敷・ 2)(筆者撮影)

写真5 綱取遺跡周辺の備隊(中央の水路上の突き当たり部が

桟橋および集落)(北修編 2007より)
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